
社員食堂『KOKANDO Company Cafeteria』オープンのお知らせ 

 
この度、当社は、本社敷地内にあった「広貫堂資料館」を社員食堂『KOKANDO Company 
Cafeteria』としてリニューアルし、2024 年 5 月 7 日よりオープンいたします。 
今回オープンする『KOKANDO Company Cafeteria』は、これまで食堂で使用していた椅
子やテーブル、さらには富山市内の家具をアップサイクルしたもので施設内全ての家具を
まかなっており、工期の短縮や環境負荷の低減につながる施設となっています。 
 
資料館を社員食堂へリニューアルするにあたり、「SDGs の観点から、資料館の家具や壁材
もリメイクしながら活用したい」という当社の方向性と「捨てるをまわす、くらしをつくる。」
をテーマに、家具の循環を中心としたライフスタイルの提案を行っている「トトン」のコン
セプトがマッチし、今回、株式会社米三 トトンに施工を依頼しました。 
 
広貫堂や富山のくすりの歴史を伝えてきた建屋をサスティナブルな建屋にリニューアルし、
社員同士の新たなコミュニケーション創出の場として発展させてまいります。 
 
施設概要について 
施設名：KOKANDO Company Cafeteria 
設計：株式会社米三 トトン、dot studio 一級建築士事務所 
施工：株式会社米三 トトン 
グラフィックデザイン：51％ 五割一分 

 



コンセプト 
メイン空間として「Dining Space」「Coworking Space」を設け、社員が「選べる居場所」を
つくり、日々の仕事に彩りを与えることを目的としました。 
 
 Dining Space（ダイニングスペース） 
「社員が集う空間」をコンセプトに、広く清潔感のある空間をデザインしています。 
壁面には、当社のコーポレートロゴにも使用されている「ふくら雀」をモチーフとしたグラ
フィックを施しています。「ふくら雀」は縁起物と言われていることから、波のように繋が
りを持たせて、これからも良い波が続いていく様子を表現しました。また、旧資料館の壁面
で使用していた木材を三角にカットして円弧の端にランダムに配置することで、くちばし
に見立てています。 
椅子とテーブルはこれまで食堂で使用していたものをリサイズ・塗装し、新たな家具として
リメイクしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 Coworking Space（コワーキングスペース） 
食事に加えて、オンラインミーティングや軽作業にも使用できる、遊び心のあるクリエイテ
ィブな空間をデザインしています。オンラインミーティングの際の背景にも考慮し、壁面に
は木をモチーフとしたグラフィックを施し、幹の部分には Dining Space の壁面同様、旧資
料館の壁面で使用していた木材を再利用しています。 
働き方、休憩時間の過ごし方が一人ひとり違うエリアであることを、一脚一脚異なる椅子で
表現しています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


